様式２－１
令和６年度山形市自立支援型地域ケア会議
（開催：市・〇〇地域包括支援センター）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：令和〇年○月○日（　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間：午後○時～○時
場所：

次　第
１　 開　会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２   地域ケア会議開催（事例件数：２件）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　 閉　会



会議の目的


①高齢者のQOLの向上を目指します。


②会議をとおして、高齢者の自立支援に資するケアマネジメントを支援します。


③会議の積み重ねにより、介護給付の適正化、参加者のスキルの向上、ネットワーク構築、地域課題の把握と解決につなげ、地域包括ケアシステムの確立を目指します。








介護保険法


（介護保険）


第一条　この法律は、加齢に伴って生ずる心身の変化に起因する疾病等により要介護状態となり、入浴、排せつ、食事等の介護、機能訓練並びに看護及び療養上の管理その他の医療を要する者等について、これらの者が尊厳を保持し、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう必要な保険医療サービス及び福祉サービスに係る給付を行うため、国民の共同連帯の理念に基づき介護保険制度を設け、その行う保険給付等に関して必要な事項を定め、もって国民の保険医療の向上及び福祉の増進を図ることを目的とする。





第二条　介護保険は、被保険者の要介護状態又は要支援状態に関し、必要な保険給付を行うものとする。


２　 前項の保険給付、要介護状態又は要支援状態の軽減又は悪化防止に資するように行われるとともに、医療との連携に十分配慮して行われなければならない。


３　 第一項の保険給付は、被保険者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、被保険者の選択に基づき、適切な保険医療サービス及び福祉サービスが、多様な事業者又は施設から総合的かつ効果的に提供されるように配慮して行わなければならない。


４　 第一項の保険給付の水準及び内容は、被保険者が要介護状態となった場合においても、可能な限り、その居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように配慮されなければならない。





第四条　国民は、自ら要介護状態となることを予防するため、加齢に伴って生ずる心身の変化を自覚して常に健康の保持増進に努めるとともに、要介護状態となった場合においても、進んでリハビリテーションその他の適切な保健医療サービス及び福祉サービスを利用することにより、その有する能力の維持向上に努めるものとする。（以下略）








【お願い】事例提供者（ケアマネジャー・サービス事業者）・助言者の方へ


　会議に出席いただいた感想やご意見などを参考にさせていただき、今後ともより良い会議となるようアンケートにご協力ください。ご記入後は事務局にお渡しいただくか、FAX又はメールにて下記に提出くださいますようお願いします。　　　　　　　　


山形市長寿支援課or○○地域包括支援センター


FAX：　　　　　　　　　　　　　　E-mail：

















